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研究成果の概要（和文）：「オノマトペや比喩などの主観表現には体の不調の何が表されるのか」という学術的
問いを設定しています。本研究課題では、オノマトペを構成する音韻に感覚的印象が結びつくとされる「音象徴
性」に着目し、痛みの強度や炎症値、病巣の広がりや深さといったデータとオノマトペを構成する各音韻の相関
を解析することで、オノマトペに反映されやすいデータと反映されにくいデータ、オノマトペにしか現れないか
もしれない体の不調の可能性についても追及することを目指しました。この目的を達成するための方法として、
順天堂大学の総合診療内科の外来でオノマトペや比喩による主観表現の収集を行いました。

研究成果の概要（英文）：We have set an academic question, "What does subjective expression such as 
onomatopoeia and metaphors represent?" In this research project, we focus on "sound symbolism" in 
which some perceptual impressions are linked to the phonology that composes onomatopoeia. We 
analyzed the relationship between data such as pain intensity, inflammation value, lesion spread and
 depth, and each phonology that composes onomatopoeia. We aimed to investigate the possibility of 
physical disorders that may appear only in onomatopoeia. As a method to achieve this goal, we 
collected subjective expressions using onomatopoeia and metaphors at the outpatient department of 
general medical care at Juntendo University hospital.

研究分野：感性情報学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
医療現場で患者が痛みなどの不快感を表す際に用いる「がーん」といったオノマトペや「ハンマーで殴られたよ
うな」といった比喩などの主観表現に着目し病気の診断を支援する技術開発の研究です。オノマトペを構成する
音韻と、痛みの強度や炎症度や疾患の深さや広がりなどの関係を数量化できる研究代表者独自の技術により、
pain scaleや検査結果などの数値データとの相関を解析できます。主観表現に体の不調の何が表されるのかを把
握できるだけでなく、検査データでは見えない体の不調を言語で捉えられる可能性や、オノマトペに着目して病
態分類を試みることによる新たな分類基準を発見できる可能性があります。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
（１）本研究の着想に至った経緯 
国内外の言語学・心理学分野では、オノマトペ（擬音語・擬態語の総称）を構成する一つ一つの
音韻は繰り返しの有無といった形態的特徴に感覚的な印象が結びつくとされる「音象徴性」
（Hamano、1998）に着目した研究が、従来から行われています。研究代表者、任意のオノマト
ペが表す音象徴的意味を数値化する技術を開発し、その技術をオノマトペが用いられる様々な
分野へ応用してきました。オノマトペが用いられる分野として医療面接（問診）があります。医
師は、患者の主観表現を手がかりに短い時間で痛みの程度と原因を推測しなければなりません
が、患者の表現がわかりにくいという課題が指摘されています（笠井、2009）。また、電子カル
テシステムの導入など、医療現場の電子化にともない、口語で用いられるオノマトペが看護記録
から消失しつつある問題も従来から指摘されています（2010年 9月医療の質・安全学会・学際
的共同研究推進WGによる医療の電子化をめぐるシンポジウムが開催）。言語による主観的な訴
えは、診断の入り口としても、治療効果の指標としても、緩和ケアにおいても重要です。そこで、
「オノマトペや比喩などの主観表現には体の不調の何が表されるのか」という学術的な問いに
基づき、オノマトペが表す情報を数量化する技術を医療分野に応用し、医療現場の課題解決を目
指したいという着想に至りました。 
 
（２）関連する国内外の研究動向と本研究の位置づけ 
患者の主観的な訴えを定量的に把握するために提案されている質問票 McGill Pain 
Questionnaire (MPQ)(Melzack、1975)の簡易版でも、20 種類の項目での評価が必要であるた
め、日常の診療では用いられていません。日本人は、痛みをオノマトペで表現することが多いこ
とから、オノマトペを医療で活用しようとする取り組みとして竹田晃子・元国立国語研究所特任
助教と小川節郎・日本大学総合科学研究所教授が、2013年にインターネット上で頭痛や腰痛な
ど慢性痛に悩み通院経験のある約 8100人を対象に実施した調査があります。病態ごとに用いら
れやすいオノマトペが整理されているもの（病態→オノマトペ）です。それに対し、本研究では、
患者が用いるオノマトペや比喩から病態の推定（オノマトペと比喩→病態）を目指すもので、実
際の問診の際に、検査データと結びつけて瞬時に診断推論ができる技術開発を目指すものです。
言語表現からの推論が有効な病態によっては検査が不要になり、システム化することで、データ
のフィードバックによる診断精度向上も期待できます。 
 
２．研究の目的 
早期発見は、脳梗塞や癌など様々な病気の予後を決める上で重要です。そこで本研究では、医療
現場で患者が痛みなどの不快感を表す際に用いる「がーん」といったオノマトペや「ハンマーで
殴られたような」といった比喩などの主観表現に着目した病態分類に基づく診断推論支援シス
テムを構築し、病気の早期発見を可能にする医工連携研究を行うことを目指しました。医師が診
断推論の過程で大切にするのは、年齢、性別、症状出現の発症様式、付随する症状、症状の性状
があります。特に「症状の性状」を聞き出すには熟練が必要とされ、病院では様々な可能性を視
野に入れた検査に依存した診断が行われがちです。本研究では、客観評価しにくい主観表現を定
量化するシステムを様々な病気の診断支援に応用し、簡便な方法で病気の早期発見など診断推
論を支援するシステムを開発し、有効性の実証を目指しました。 
特に本研究では、研究代表
者が、2011-2013 年度まで
科研費(基盤研究(C))で、痛
みを表すオノマトペの数量
化技術の開発に取り組み、
国 際 会 議 で の Best 
Application 賞などの業績
がある研究成果（上田ら、
2013及びSakamoto et al.、
2014）を発展させたもので
す。また、2015年度から応
募現在実施している科研費
（基盤研究(B)）では、図１
のように痛みを表すオノマ
トペに加えて関連する比喩
候補まで呈示するシステム
の開発に成功し（Doizaki 
et al.、2015）、その技術は特許出願もしています（坂本、2014）。本研究は、研究代表者のこれ
までの研究成果を統合・発展させ、様々な病気早期診断に貢献することを目指すものです。   
３．研究の方法 

 

図 1:痛みのオノマトペで比喩を呈示するシステム 



（１）臨床で収集するオノマトペと比喩、pain scale、血液検査データ、診断結果の関係性から、
「オノマトペや比喩などの主観表現には体の不調の何が表されるのか」という学術的問いを設
定しています。本研究課題では、オノマトペを構成する音韻に対象の属性が結びつくとされる
「音象徴性」に着目し、痛みの強度や炎症値、病巣の広がりや深さといったデータとオノマトペ
を構成する各音韻の相関を解析することで、オノマトペに反映されやすいデータと反映されに
くいデータ、オノマトペにしか現れないかもしれない体の不調の可能性についても追及するこ
とを目指しています。この目的を達成するための方法として、順天堂大学の総合診療科の外来で
オノマトペや比喩による主観表現の収集を行いました。オノマトペに関連する比喩表現を提案
する研究代表者独自の技術を用いることで、比喩に表れる体の不調も解析できます。オノマトペ
と比喩の両方を対象とすれば、解析対象症例数の増加が見込めます。語彙としてのオノマトペを
収集し、病態ごとに分類する言語学的研究はみられますが、本研究では、オノマトペを構成する
音韻と、痛みの強度や炎症度や疾患の深さや広がりなどの関係を数量化できる研究代表者独自
の技術により、pain scale や検査結果などの数値データとの相関を解析できます。主観表現に
体の不調の何が表されるのかを把握できるだけでなく、検査データでは見えない体の不調を言
語で捉えられる可能性や、オノマトペに着目して病態分類を試みることによる新たな分類基準
の発見できる可能性があります。 
 
（２）オノマトペや比喩による主観表現による訴えから疾患を確率的に推定する診断推論支援
システムを構築し、病態の分類、病気の早期発見を目指すために、次の方法で研究を進めていま
す。病態ごとに使用頻度の高いオノマトペを記述する言語学的手法では、同じオノマトペが複数
の病態で観察される場合や、個人差によりオノマトペの多様性が見られる場合に、オノマトペか
ら病態を推定することは難しいという課題がありました。本研究では、オノマトペを数値化する
研究代表者独自の技術により、個人差のあるオノマトペ表現の類似度を計算し、関連する比喩表
現と結びつけ、pain scale や検査結果などの数値データと言語表現との関係性を定量的に解析
できるため、言語による訴えを尊重した診断推論支援システム構築の可能性の検討ができます。
患者によるオノマトペや比喩などの言語表現を入力すると、可能性のある病気を確率的に提示
するシステムです。システムのフローイメージとしては、オノマトペ入力→複数の比喩候補から
選択]OR[オノマトペと比喩の組み合わせの入力]→病態分類(→検査データ)→可能性のある病気
を確率的に提示というものが目指せる可能性の検討を行えるようになりました。 
 
４．研究成果 
研究開始早々に COVID-19 の感染拡大に見舞われたことにより、当初計画してた外来でのデータ
収集が困難になりました。その為 1年研究期間を延長申請し、順天堂大学総合診療科外来でデー
タ収集を 2021 年度いっぱい実施しました。計画書で規定されている、病名や体温・血圧・動脈
血酸素飽和度等の身体所見、実施された採血検査結果等が、同時に実施されたアンケート情報
(オノマトペ/比喩表現情報や痛みの程度(Visual Analogue Scale:VAS))と共に収集されました。
2021 年 3 月でアンケート調査は終了し、現在は研究計画に基づいてアンケート調査と電子カル
テ情報の連結を進めており、全例で 200 症例以上のデータとなる見込みです。聖マリアンナ医科
大学系列の川崎市立多摩病院でも検討が進められています。今後、電気通信大学でデータ解析を
行う準備段階です。解析後、速やかに成果をとりまとめ、論文投稿を行います。 
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